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場所 東京外国語大学
　　 アゴラ・グローバル プロメテウス・ホール
（東京都府中市朝日町3-11-1、西武多摩川線「多磨」 駅下車 徒歩5分）
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[お問合せ] 
東京外国語大学 広報・社会連携課
（TUFS Cinema担当） 

TEL  042-330-5441
　     平日9:00-17:00 （12:00-13:00は除く）
Email　tufscinema@tufs.ac.jp 

詳細は TUFS Cinema ウェブサイトにて
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※事前登録で優先入場をご利用い
ただけます。上記のQRコードから
事前にご登録のうえ、当日は受付
の際、事前登録完了メールをご提
示ください。なお、事前登録はWeb
限定となります。

TUFS Cinema とは・・・・・・

東京外国語大学TUFS Cinemaは、
映画を通じ、世界の諸地域における
社会･歴史･文化の理解を深めることを
目的として行っています。

今回のモンゴル映画特集では、
中国・内モンゴル自治区を舞台とした
作品の上映を通じ、
中国における「モンゴル」を
解説とともに紹介します。

入場無料
事前登録者
優 先

上映日時 2026年

14:00上映開始 （開場13:40, 終了予定16:30）
 9月 12日

【土】

共催    東京外国語大学TUFS Cinema
             TUFSフィールドサイエンスコモンズ（TUFiSCo）
             AA研基幹研究「アジア・アフリカの言語動態の記述と記録：
             アジア・アフリカに生きる人々の言語・文化への深い理解を
             目指して（略称 DDDLing）」
協力    株式会社パンドラ
　　　東京外国語大学多言語多文化共生センター

映画 『 草原に抱かれて』  本編上映（96分）
上映後トーク／ミニコンサート
　　　   ナレントヤ  （モリンホール奏者）
進行  セレンドウリマ （東京外国語大学 大学院生 )
司会・解説    山越 康裕 （東京外国語大学 アジア・
                                        アフリカ言語文化研究所 教授）

モンゴル映画特集

The Cord of Life

協力    株式会社パンドラ



上映日
2026年9月12日〈土〉 14:00上映開始（13:40開場、16：30終了予定）

◆JR中央線「武蔵境」駅のりかえ  西武多摩川線「多磨」 駅下車  徒歩5分（ＪＲ新宿駅から約40分）
◆京王電鉄「飛田給」駅北口より多磨駅行き京王バスにて約10分 「東京外国語大学前」下車

交通アクセス
会場
東京外国語大学 アゴラ・グローバル プロメテウス・ホール
（東京都府中市朝日町3-11-1）

お問い合わせ
東京外国語大学 広報・社会連携課（TUFS Cinema担当）
TEL　042-330-5441 平日9：00～17：00  （12:00～13:00は除く）
Email　tufscinema@tufs.ac.jp
Facebook  @tufscinema.pr　 X(Twitter) @tufscinema

監督・脚本：チャオ・スーシュエ（喬思雪）
受賞歴：2022海南国際映画賞最優秀芸術貢献賞
　　      ホルクム国際映画祭観客賞
               2022東京国際映画祭アジアの未来部門出品
               2023中国映画チャンネル賞

モンゴル映画特集

ナレントヤ（モリンホール奏者）
セレンドウリマ （東京外国語大学 大学院生 )
山越 康裕　（東京外国語大学 アジア・アフリカ言語文化研究所 教授）

上映後トーク／ミニコンサート

入場無料／事前登録者優先
https://sanda.tufs.ac.jp/event/tc260912form/

あらすじ
内モンゴルの都会に暮らす電子ミュージシャンのアルス。
人生に迷う彼の気がかりは兄夫婦と共に暮らすアルツハイマー
を患う母だ。
ある日、兄夫婦の家を訪れたアルスは、集合住宅の小さな部屋
で、あたかも囚人のように一日を過ごす変わり果てた母の姿を
目にする。
息子の自分を認識できない母。見るに耐えかねたアルスは母を
引き取り、母が求めてやまない故郷に連れ帰ることを決意する。
草原の中でふたりだけの生活が始まるが、次第に母の病状は悪
化してゆく…。（作品ウェブサイトより抜粋）

2022年／中国／96分／モンゴル語／日本語字幕／原題 臍帯

本作について

モンゴル国に比べ知られる機会の少ない中国領内の「モン
ゴル」、内モンゴル自治区。そこではモンゴル人が少数民族
としてさまざまな制約を受けるなか、独自の言語文化を守
ろうとしています。
本作品は、内モンゴル自治区のなかでも「もっとも美しい草
原が残る」といわれるフルンボイルを舞台にした、全編モン
ゴル語による映画です。急速に進む都市化や介護といった
現代的な課題を取り上げ、伝統的な暮らしとの対比を描き
ながら物語が展開していきます。
作品を楽しみながら、現在の内モンゴル自治区の一面に触
れていただければ幸いです。


